
CUSTOMER-AT-A-GLANCE

CUSTOMER CASE STUDY　ウィンロジスティクス株式会社

【 Ｗ i d e 】広く・【 I n f i n i t y 】無 限 な・
【Network】ネットワークの構築を継続し、
最適な【ロジスティクス】の提案により、全て
のステークホルダーとの【WIN-WIN】を目
指すウィンロジスティクス株式会社。世界各
地の物流スキームを提案している同社では、
海外との取引も多く、急増するサイバー攻撃の
脅威から社内システムを安全に守るために、
Sophos MDR Essentialsを採用した。

ウィンロジスティクス株式会社
本 社 所 在 地  〒541−0041 大阪市中央区北浜4丁目8番4号
 住友ビルディング第４号館 ３階
W E B サ イト  http://win-logi.jp

ソフォスソリューションズ Sophos MDR Essentials



2019年2月に、Door to Doorを前提とし
て迅速・確実・安全な物流を提供するグロー
バルフォワーダーとして開業したウィンロジ
スティクス株式会社。同社は大阪に本社を、
東京に事務所を構え、22名の従業員が、グ
ローバルなサービスメニューを提供してい
る。グローバルでの物流提案を通じて、社
会の発展に貢献できる企業を目指す同社
では、創業時から情報セキュリティ対策にも
配慮してきた。そして、同社をサポートする
ITパートナーからの提案を受け、Sophos 
Firewallの導入をきっかけに、Sophos 
MDR Essentialsを採用した。

「本社の移転をきっかけにSophos Firewall
を導入」

ウィンロジスティクス株式会社の代表取締
役社長で、社内のセキュリティ対策にも関わっ
てきた南井建一氏は、ソフォス製品を導入
したきっかけについて、次のように話す。
「小さい会社ながら、最低限のセキュリ
ティ対策は開業時から行ってきました。当初
は、限られた人員で対応しなければならな
かったので、創業から数年は必要最小限の
対応となっていました。しかし、名古屋港が

ランサムウェア攻撃にあったように、物流業
界にもサイバー攻撃の脅威は広がっていま
す。そこで、2023年6月に本社を移転した
タイミングで、当社のITパートナーに依頼し
て、セキュリティ対策に配慮したネットワー
ク基盤を刷新しました。そのときに、UTMに
Sophos Firewallを提案してもらったIT
パートナーを信頼して導入を決めました」。

CUSTOMER CASE STUDY　ウィンロジスティクス株式会社

マルウェアの発見から防御まで、すべて自動で
対応してくれるSophos MDR Essentialsには、
絶大な信頼を寄せています。

ウィンロジスティクス株式会社社

代表取締役社長

南井 建一 氏

ビジネスチャレンジ
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「Sophos Firewallの動作監視から
不正なアクセスを検知」

ソフォス認定ゴールドパートナーの岩通アイ
ネット株式会社で、セキュリティ対策の強化
を数多く提案し導入してきたシニアアドバ
イザーの平野薫氏は、ソフォス製品を提案
した背景を振り返る。
「ウィンロジスティクス様は、在宅勤務の方
も多いので、ネットワーク基盤のセキュリ
ティ対 策を強 化 す るには 、S o p h o s 
Firewallが最適だと提案しました。導入し
た製品は、Sophos Firewall XGS 126
です。機器の設置は、すべて当社で対応し
ました。設置後の運用も担い、そこでソフォ
スの管理コンソールから設置したSophos 
Firewallに対して、社内のPCから不正なロ
グインが行われていることが分かりました。
ただ、その時点ではどのPCが不正アクセス
に使われているのかが、判断できませんで
した。そこで、エンドポイントセキュリティ対
策の強化も提案しました」。

ITパートナーからの提案を受けた管理部の
原田浩宣 課長は、当時の対応を次のように
話す。

「平野様からの提案を聞いたときに、正直な
ところ脅威の度合いを判断できませんでし
た。しかし、対策が必要だとは受け止めたの
で、社長と相談して提案を検討しました」。

「Sophos MDR Essentialsの導入後に
2週間で脅威を発見し除去」

Sophos MDR Essentialsの導入にあた
り、平野氏は「どのPCがマルウェアに感染
しているのか、危険なサイトにアクセスして
いるのか、といった対象となるPCを特定す
るために、インストール方法を工夫しました。
その方法とは、エンドポイントセキュリティの
インストーラーを配布するときに、各PCと
利用者のメールアドレスを紐付けたのです。
その結果、メールアドレスとPCが連携され、
管理コンソールから誰が利用しているデバ

イスか確認できるようになりました」とインス
トールにおける工夫を説明する。
2024年1月から運用を開始したSophos 
MDR Essentialsは、導入からわずか2
週間で大きな成果を上げた。原田氏は

「Sophos MDR Essentialsの運用と管
理コンソールの運用は、ITパートナーに
お願いしています。運用を開始してから
2週間後の1月29日に『Sophos MDR 
Essentialsがマルウェアを発見すると同
時に防御した』という連絡をもらいました。

テクノロジーソリューション

ビジネスインパクト

ウィンロジスティクス株式会社

管理部 課長

原田 浩宣 氏
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おそらく、自分たちでは対処できない問題
だったので、Sophos MDR Essentials
を導 入しておいて 、本 当によかったと
社長にも報告しました」と実績を話す。
報告を受けた南井氏も「ITパートナーを信頼
して、Sophos MDR Essentialsを選んで
よかったと思いました。ITに精通したスタッ
フがいないので、最新のサイバー攻撃を
常に監視して自動で守ってくれるSophos 
MDR Essentialsの存在は、とても頼り
になります。中国をはじめとして、海外との
やり取りやサイトへのアクセスも多いだけ
に、これからもサイバー攻撃の脅威を防い
でくれると信頼しています」と評する。

「Sophos Firewallのアップグレードなど
さらなる安全性を追求」

岩通アイネット株式会社でウィンロジスティ
クス株式会社を担当している営業部課長代

理の吉田章人氏も、より安全な対策を提案
し続ける大切さを次のように話す。
「Sophos MDR Essentialsによる効果
的な対策に加えて、UTMを多重化すると
いった冗長構成も、予期しない機器の故障
などに対応する方法として、有効だと提案
しています。また、最新のサイバーセキュ
リティに関する情報をお伝えして、これから
も安全な運用をサポートしていきたいと考
えています」。
今後に向けた取組について、南井氏は「機
会があれば、取引先などにもSophos MDR 
Essentialsを勧めていきたいと考えていま
す。国際物流は国内外と頻繁に連絡や取引
を行っているので、関連する企業がサイバー
セキュリティを強化してもらえたら、より安
全なネットワークを築けると思います。すで
に、Sophos Firewall XGS 126をSophos 
MDR Essentialsによって監視・検知・対応を
行えるような提案ももらっているので、検討
をすすめていきます。今後もITパートナーに
は、最新の脅威に備える提案を続けてもらい
たいと期待しています」と話す。

フューチャービジョン


